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（１）はじめに
　2011年10月24日に私たちの鎮西学院は、創立130年を迎えました。この130年は、苦難と苦痛の連続であっ
たといっても過言ではありません。
　しかし、この苦しみの歩みの中にも確かに神様の恩寵があったことをお伝えしたいと思うのです。それ
が、この稿で私に課せられた任務であると思っております。
　さて私は、鎮西学院に勤務してすでに43年になりました。すでに65歳の定年もすぎましたが、学長の任
期があと２年間ありますので、もう少しお役に立ちたいと自分では思っております。本当にお役に立って
いるのかは別として。
　私は、鎮西学院に短期大学が創設された翌年に助手として採用されました。以来、鎮西学院一筋に務め
て参りました。ただ、助手の２年間は勉強をやれるどころか、出来て間もない短大のために全九州の各高
等学校への募集活動が私の本当の仕事でありました。いつも大きな糊箱を抱えそれぞれの高校の近くの電
信柱に宣伝のポスターを貼ったものでした。本当は、これは違法なのです！当時は、長閑（のどか）でし
たから。
　そして、いつも高等学校の先生方に頭を下げどうしでした。それは、残念ながら今もかわりませんが。
この仕事が、報われる時が来るのかといつも考えておりました。
　実は、私の父が、戦前から鎮西学院の教師をいたしておりまして、子供の頃から鎮西学院のキャンパス
で育ちました。当時の鎮西学院の教職員の暮らしといえば貧しくとても慎ましい生活でありました。
　今はありませんが、鎮西学院の中学校を卒業しました。そして鎮西学院高校を出て、日本育英会の奨学
資金とアルバイトで生活をしながら明治学院大学と大学院を卒業して、母校に勤務いたしました。そんな
訳で、中学校から大学院まで、基督教学校に学び、そして43年間基督教学校に勤務しています。そういう
ことからいえば、鎮西学院以外のことは、知らないといえます。そういう私だからこそ、鎮西学院へ神様
から賜った恩寵の歴史をお伝えする役割があると思っています。神様は、長崎のこの小さなミッション・
スクールを確かに顧み愛して下さったのです。
（２）カブリ英和学校から鎮西学院へ～戦前・長崎での鎮西学院の教育～
　この稿を鎮西学院の戦前の歴史の中から進めてみようと思っています。
　鎮西学院は、1881年（明治14年）長崎市東山手に米国人宣教師Ｃ・Ｓ・ロングによって創設されたカブ
リ英和学校を前身としています。ロング師は、北米メソジスト教会から派遣された牧師です。北米メソジ
スト教会は、デビソンという牧師を長崎に派遣し伝道を始めました。長崎が九州伝道の拠点でした。デビ
ソン師は、九州伝道には、日本人牧師の養成と広く外国文化を教える学校の設置が必須と考え、女子校と
男子校を別々につくることを北米メソジスト教会に訴えました。こうして、先ずラッセル宣教師とギール
宣教師（後にギール宣教師は福岡女学院を設立することになります。）によって1878年に活水学院がつくら
れ、そして男子校・カブリ英和学校が設置されたのです。因みに、カブリ英和学校のカブリの名は、ロン
グ師の母校テネシー・ウエスレヤン大学の恩師の名前なのです。カブリ英和学校は、もちろん、北米メソ
ジスト教会の資金で建てられたのですが、それだけではありません。多くの信者の献金もありました。ま
た、とくに、ロング師の夫人フローラの実家・アトリー家からも大きな支援がありました。実は、カブリ
英和学校設立当時のロング師が書いた日記が、鎮西学院創立90年の年にロング師の子孫によって鎮西学院
に寄付されたのです。それを当時の学院長・鮫島盛隆牧師が翻訳し、『Ｃ・Ｓ・ロング日本宣教記』（キリ
スト新聞刊）１ として出版しました。1974年（昭和49年）のことでした。
　この日記により1878年～1884年までロング師の活動が明らかになりました。彼の日本伝道の動機、カブ
リ学校設置、九州伝道の実態、北米メソジスト教会との関係等が明確に分かるようになりました。
『神よ、願わくは、この学校をして数千の青年たちを迷信や偶像崇拝や不信仰のあやまりから抜け出させ、
祝福された救いの岩へと導くかがり火となさせ給え。願わくは、この国において、キリスト教信仰を守る
多くの人材をこの学校から輩出することを得させ給わんことを』これは、ロング師が、カブリ英和学校を
始める時に書き残した「祈り」であります。（1881年11月29日）
　ロング師は、日本の青年に迷信・偶像崇拝・不信仰の誤りから抜け出させること、そしてクリスチャン
を育てることを学校設立の使命と考えていることがわかります。当時の宣教師たちは、このような使命を
強く持って日本に赴任したと思われます。もちろん、こうした姿勢は、今から見れば、問題なしとはいえ
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ません。戦前のノーベル賞文学賞・受賞作家のパール・バック２ は、米国長老派の中国派遣の宣教師でし
た。パール・バックは、受賞前にこの問題を指摘し、宣教師の身分を剥奪されているのです。つまり、中
国の文化や宗教の価値を認めるということ、中国人が真に必要としていることを長老派は支援すべきであ
るというのがパール・バックの主張だったのです。まさに、現代の国際支援の際の原点ともいうべき視点
です。このことは、最後に触れることにいたしましょう。
　さて、そのカブリ英和学校ですが、最初から上手く行くはずもありません。しかし、ロング師の日記に
は、18名の学生が集まったと記しています。その内の一人は、明治の政商トーマス・グラバーの息子・倉
場富三郎だったのです。ロング師が、トーマス・グラバーからの信頼がいかに厚かったかが分かります。
倉場富三郎は、カブリ英和学校で学んだ後に学習院へ進学し、米国のペンシルベニア大学に進学し、長崎
に帰り長崎財界の中核的人物となります。
　ロング師は、学校設置後、1885年に５年ぶりに帰国しています。それからロング師がカブリ英和学校と
関わることはありませんでした。学校は宣教師たちの手で営々と運営されました。学校として形を整えた
のは、明治20年代の初めでした。予科・本科・神学科からなっていました。予科は、明治23年から卒業生
を出します。１回生は１名、２回生も１名という具合でした。しかし、当時英語で神学を学んだのですか
ら、大変だったに違いありません。彼らは、今の東京大学に進学し、学者になります。本科は、明治21年
から毎年４～５名ずつ卒業生を出してゆきました。５回生には、九州学院の基礎を築いた遠山静爾（参良）３ が
います。夏目漱石が第五高等学校で教鞭をとっていた時、英国留学が決まり自分の後任に指名したのが遠
山だったのです。
　彼らの殆どは、米国の大学に留学しています。神学科は、明治24年から卒業生を出しています。彼らも
殆ど、米国の神学校に進学しています。
　当時の神学科で学んだ人で時代の魁（さきがけ）となった二人の人を紹介いたしましょう。一人は、中
国・辛亥革命を起こし近代中国建国の父といわれる孫文の畏友といわれた宮崎滔天４ です。彼も東京専門
学校（今の早稲田大学）を辞めて、カブリ英和学校で神学を学びました。その著作『狂人日記』や『三十三
年の夢』の中で、当時のカブリ英和学校のことを書いています。散々にカブリ学校の宣教師のことを描い
ています。滔天は、後にカブリ英和学校を辞めて、列強から支配されている中国・アジアの解放を唱えま
した。孫文と運命的な邂逅があり、共鳴し孫文の革命に生涯を捧げました。中国では、長崎出身の梅屋庄
吉と並び宮崎滔天の名は、国父・孫文の畏友として歴史に深く刻まれています。滔天の子息・龍介と柳原
白蓮の恋愛は、時代を揺り動かしました。
　もう一人は明治の社会主義者・田添鉄二５ です。彼は、明治31年に鎮西学館（明治22年にカブリ英和学
校は、鎮西学館と改称されています。）神学科を卒業し、米国シカゴ大学神学部に入学します。シカゴ大学
では、もっぱら社会学を学びます。とくに社会政策を学び、米国の労働運動の実態を知ることになります。
そこで社会批判の眼が養われることになります。明治33年に帰国後、牧師にはならず、当時、長崎にあっ
た鎮西日報に主筆として招かれ、言論活動を始めます。『社会進化論』を発表し、当時、大きな反響を呼び
ました。日本社会主義協会のメンバーとなり、当時の日本社会を痛烈に批判しています。明治40年に開か
れた第２回日本社会党大会では、直接行動で社会体制を変えようとする幸徳秋水（明治44年１月大逆事件
で刑死）と鋭く対立し議会主義による社会変革を主張しました。田添の主張に賛同する人々も多かったよ
うです。
　それは、まさにキリスト教を根底にすえたヒューマニズムの主張だったのです。夫人は中尾幸枝という
活水学院出身で米国留学帰りの画家でした。もちろん、彼女は、活水学院でも教鞭をとりました。田添鉄
二は、生涯キリスト教への信仰を守りつつ明治41年33歳の若さでなくなりました。夫人は、鉄二の没後、
単身で中国・四川省の省都・成都の師範学校の教師となり、長く絵画教育を行いました。子孫の方々は、
牧師さんやミッション・スクールにお勤めになりました。
　時代の先駆を駆け抜けたこの二人の共通点は、鎮西学館でキリスト教の正規の神学教育を受けた人で
あったということです。そして、中国解放・アジア解放や日本の社会体制の変革の道に進みました。これ
こそ、キリスト教の持つ一つの側面であるといってよいと思います。キリスト教が日本に伝わって間もな
く、こうした主張に生きた人々が出てきたということ自体が、いかにキリスト教が日本社会に深刻な影響
を与えたかという証拠でしょう。
　さて、カブリ英和学校の神学科は、明治40年まで続けられ多くの牧師を輩出しました。特記すべきは、
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沖縄伝道に先駆的な役割を果たしたことです。コレル宣教師（鎮西学館５代目院長）は、明治24年に沖縄
で洗礼を行っておりますし、８代目院長のシュワルツ宣教師は、沖縄県立中学校で英語を教え、宣教師館
をつくりバイブル・クラスを開いています。
　沖縄学の大家となった伊波普猷（いは　ふゆう）もシュワルツ宣教師一家と親しく日本メソジスト中央
教会・首里教会に通っています。沖縄キリスト教青年会の会長も務めています。そして、野原・比嘉とい
う沖縄キリスト教の基礎を築いた牧師たちが鎮西学院神学科で学んだのでした。その後も、沖縄から鎮西
学院を卒業して牧師になった人が続きます。こういう関係で、沖縄の教会と鎮西学院は、今も深い関係を
持っています。
　ここで脱線しますが、コレル宣教師の夫人サラの弟が、ジョン・ロングといってあのオペラ『マダム・
バタフライ』の原作となった小説『蝶々夫人』６ の作者です。姉サラが長崎の鎮西学館の宣教師館で見聞き
したことをジョンに伝え、それをもとに小説にしたのです。長崎ウエスレヤン短大の時代にその翻訳本を
出版しています。そういう意味では、鎮西学院は、マダム・バタフライの発祥の学校といっても過言では
ありません。
　明治40年に神学科を廃止し、高等学部・中学部とし、中学部は中学校令に従う中学校になりました。校
名も鎮西学館から鎮西学院となりました。高等学部からも多くの牧師を輩出しています。広島女学院長を
歴任された松本卓夫牧師が高等部最後の卒業生でした。明治41年からは、旧制の中学校となり、現在まで
続いています。九州帝大でキリスト教学担当教授だった佐野勝也氏や伊藤平次牧師は、18回の卒業生にな
ります。因みに、西南女学院の院長をされた尾崎主一牧師は、鎮西学院中学校の32回の卒業生です。
　鎮西学院は、カブリ学校以来長崎市東山手に活水学院と隣り合わせに学校がありました。隣接地にあっ
たウエスレー教会は、両校の生徒教師たちが集いました。鎮西・活水の沢山のカップルが生まれました。
日本で初めての女性大臣は、中山まさ厚生大臣ですが、活水学院の出身で、ご主人の中山福蔵代議士は鎮
西学院の出身です。息子さんが外務大臣を務めました。
　しかし、昭和３年に鎮西学院は、二度の火災に遭い校地を長崎市東山手から竹ノ久保に移します。現在
の活水学院中学校と高等学校がある場所です。
　昭和前期の鎮西学院中学校の経営は、順調で長崎市で一定の評価を受けるようになりましたが、日中戦
争が始まり、太平洋戦争へ進むにつれて軍部の弾圧に苦しむことになります。当時のエベレット・トムソ
ン宣教師（戦後、来日し横須賀基督教社会館を開いた）には、特別高等警察の見張りがつくようになり、
同宣教師は、教団の指示で帰国しました。教師や生徒たちは、軍隊や軍需工場へと動員されました。院長
や宗教主任は、度々県の教育部に呼び出されキリスト教教育に圧力をかけられました。昭和19年には、遂
にチャペルが中止に追いやられます。
　そして翌、昭和20年、鎮西学院は原爆に被災します７。原爆中心地から近かった鎮西学院では、教職員
５名、生徒102名が死亡しました。校舎や建物・施設は総て崩壊しました。鎮西学院は持てる総てのものの
一切を失いました。原爆で無一文になりました。
　奇跡的に生き残った西条院長８、千葉教頭（後に院長）９、西山理事長ら幹部は、とりあえずの校舎を諫
早の地に見つけました。偶々ぼろぼろになった旧海軍病院跡が空いていたのです。そこで生き残った生徒
たちや軍隊から復員してきた生徒たちに生き残った教職員や復員した教員たちが教育を始めました。しか
し、このぼろぼろになった海軍病院跡を手に入れることが出来たこと自体が神様の恩寵だったのです。九
州帝大の佐野勝也教授の教え子・田北耕也氏（当時、諫早商業学校校長）が、この海軍病院の使用権をもっ
ていたのです。彼は、ＧＨＱの通訳をしており、その関係から使用権を持っていたのでした。クリスチャ
ンの彼は、恩師の母校が存続の危機にあることを知り無償で鎮西学院に海軍病院跡を譲ってくれたのです。
敗戦で日本中が荒廃したあの時代にこのようなことがあることが奇跡そのものでした。この恵みを鎮西学
院の関係者は、神様へどんなに感謝したことでしょう。しかし、鎮西学院の苦悩は続きます。
（３）諫早の地への移転～原爆ですべてを失った鎮西学院とその復興～
　諫早の海軍病院跡に移転したのは、昭和21年のことでした。その頃、廃校にすべきか、それとも復興の
可能性があるかが論議されました。
　米国ミッション本部は、旧来の都市型の学校を続けるのなら廃校にすべしという明確な方針を打ち出し
ていました。当時、鎮西学院の廃校の可能性は極めて高かったのです。
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　そこに立ち上がったのが千葉胤雄（たねお）という院長でした。労作教育をやろうという構想を打ち上
げたのです。これが、“ＣＨＩＢＡ ＰＬＡＮ”というものなのです。今までの日本の教育に欠けていたも
のは、勤労を尊ぶ精神であるとし、生徒とともに牛や豚を飼い、牛乳やバターを生産し地域に供給し米国
に輸出もする。また、茶やピーナツを植え緑茶や紅茶、ピーナツバターを作り米国の教会に輸出するとい
う構想でした。働きながら実践的に学問を学ぶという新しい教育の提案でした。
　この構想に鎮西学院の教職員は、学院復興の最後の可能性を見出したのです。この構想を米国ミッショ
ン本部も最終的には賛同し鎮西学院復興を認め、千葉プラン実現のために資金的援助のみならず多くの支
援を約束してくれました。こうして鎮西学院の復興が決まりました。
　ここに鎮西学院は、長崎から諫早の地で新しく生まれ変わることになりました。昭和22年のことでした。
しかし、このプラン実現のためには、広大な農地が必要でした。諫早市の協力もあり、三菱重工業が所有
していた広大なゴルフ場跡が手に入ったのです。神様の恩寵とは、こういうことをいうのでしょう。まさ
に奇跡としかいいようがない出来事が続きました。昭和23年のことでした。
　このプランに多くの人材が集まりました。資金集めのために米国の教会は、大量の古着や靴、食料を寄
贈してくれました。とくに、数年にわたる大量の古着や靴の寄贈は、当時衣料や靴が極端に不足した日本
では、おおいに助かりました。寄贈を受けた大量の古着・靴・食料を「鎮西バザー」といって安価で市民
に提供したのです。鎮西学院のバザーは、県内では、評判になり、これが復興資金の大きな柱となりまし
た。このバザーの販売は、教職員とその家族が担当でした。小さかった私も長崎県の色んな町で開かれる
鎮西バザーについて廻っておりました。
　こうして生まれた資金で、ゴルフ場の開墾と校地づくりがはじまりました。働き手は、当時の鎮西学院
の中学生・高校生たちと教職員たちでした。授業が終わった後、毎日、開墾と校地づくりが行われました。
千葉院長は、原爆症に悩まされていたにもかかわらず生徒たちとともに鍬をふるわれました。しかし、千
葉院長は、原爆症で昭和25年に亡くなりました。千葉院長は、鎮西学院復興の希望の星だったのです。
　昭和24年夏には世界のクリスチャン青年たちによる鎮西学院復興のための国際ワークキャンプが行われ
ました。生徒たちと一緒に世界の青年が働いてくれたのです。米国人やイギリス人・中国人の青年たちは、
生徒たちに新しい文化を伝えてくれました。そのメンバーに活水学院の宣教師も加わりました。
　このようないわば国際的な教会そしてクリスチャンの協力の中で、現在の中井原のキャンパスが出来上
がってきました。中心に大きな農場があり、それを校舎が囲み、周囲には広大な茶畑が広がるという構図
です。まるで米国映画「草原の輝き」に出てくる学校のような光景でした。
　米国の教会からジャージー種やホルスタイン種の牛が沢山に寄贈されてきました。また、ギューロック
種という珍しい豚も送られてきました。こうして、昭和30年代初めには、牛乳を地域に供給することが出
来るようになりました。また、バター生産も始め一部地域にも供給することができました。ソーセージも
生産していました。牧場の草刈は、生徒たちの仕事でした。広大な茶畑での茶摘も生徒たちの仕事でした。
緑茶と紅茶は、米国の教会に送られてゆきました。千葉プランが、一応の形を取り始めたのが、昭和30年
代の初めでした。
　千葉院長の跡を継がれた鮫島医院長10 は、米国教会を訪問され、鎮西学院の復興のための資金集めをさ
れました。ミッション本部も、必要に応じて多くの宣教師を派遣してくれました。とくに、ジョイス宣教
師は、農業が専門で鎮西学院の農場経営の中心人物となりました。
　当時、基督教教育同盟の総主事であられた阿部義宗先生は、毎年のように鎮西学院を訪問していただき、
生徒たちや教職員を励ましてくださいました。
　阿部先生の訪問を学院全体で歓迎したことを覚えています。温かい教育同盟のご支援があったことを忘
れることができません。
　新しい鎮西学院の教育方針を地元である諫早地域の人々も理解し、多くの優秀な生徒たちを送ってくれ
ました。とくに、中学校には俊才が集まり、公立高校へ進学し、有名大学へ合格するというパターンが続
きました。しかし、それも公立中学校が次第に整備されるとこのパターンもできなくなり、昭和41年に廃
校となりました。しかし、同年に短期大学を創設したのです。英語科100名から出発しました。翌年には、
教養科を併設しました。長崎県央地区・県南地区で最初の高等教育機関でした。短期大学の創設に際して
は、たくさんの同盟校にご協力をいただきました。
　まさに、鎮西学院は、原爆の被災に遭い全てを失いながらも神様の恩寵としか言いようのない奇跡によっ
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て新しく生まれ変わったのです。米国を中心とする教会と世界のクリスチャンの祈りの賜物だったといえ
ましょう。
（４）地域の高等教育機関を目指して～短大・大学と国際性の模索～
　こうして昭和30年代末までに鎮西学院は、米国のミッション本部や多くの教会とクリスチャンの物心両
面の協力と基督教教育同盟の加盟校の支援の元に復興を果たすことができたのです。私たち鎮西学院の教
職員は、このことを忘れてはならないと思っています。
　しかし、昭和41年に創設された短大は、長崎県央地域の唯一の高等教育機関でしたが、学生は長い間集
まりませんでした。この間、同盟校に大変お世話になりました。とくに、活水学院と長崎学院には、大変
にお世話になりました。今では考えられないことですが、両短期大学の受験に失敗した受験生の名前を教
えていただき、その人々にＤＭを送ったこともあります。この両校の協力がなかったらいまの大学はなかっ
たといっても過言ではありません。このご恩を忘れたことはありません。
　短期大学は、経営的にとても苦しい時代が続きました。短期大学の教職員は、泣きたい位の苦しみを味
わいました。
　しかし、その苦しみの中でもフィリピンのバギオ大学と友好協定を結び留学生の交換をしておりました。
また、鎮西学院の創立者ロング師の母校テネシー・ウエスレヤン大学とも姉妹校協定を結び学生の交換を
いたしておりました。その後、タイのフォン・コマーシャル大学とも友好協定を結び留学生を交換いたし
てきました。とくに、アジアの２つの大学からの留学生には、渡航旅費や生活費の支援を続けてきました。
鎮西学院がかつて米国を中心とする教会やクリスチャンから多大な支援を受けて復興したことのお返しと
考えております。大学に昇格した今でもこの支援を続けております。
　一方、鎮西学院の高等学校は、順調に発展してゆきました。しかし、昭和50年に鎮西学院の敷地に国道
が通ることになり、大幅に牧場や茶園が買収されることになりました。こうして労作教育はできなくなり
ました。約25年間にわたって運営された酪農や農場も中止せざるをえなくなりました。もちろん、日本農
業の大幅な状況の変化で酪農運営が出来なくなったという事情もありました。
　鎮西学院は、労作教育に代わって国際教育を目指すことになります。とくに短期大学は、昭和54年から
明確に国際大学を目指します。短大で英語・中国語を学び、海外の４年制大学に編入し、合計４年間で外
国の大学学位を得るというプログラムを作り上げました。米国・カナダ・中国の数十の大学と連携しまし
た。今でいう２＋２のシステムです。
　中国の大学との友好協定を結んだのは、４年制大学を含めてミッション・スクールでは最も早かったと
思います。国立華僑大学との友好姉妹校協定でした。当時の学長が中国のかつてのミッション・スクール
の出身だったことも幸いしました。このプログラムに多くの学生があつまり、マスコミでも取り上げられ
ることになりました。
　昭和50年代末には、短期大学の経営も安定し、学生が全九州から集まるようになりました。この時の蓄
積を基本において平成14年（2002年）に地元・諫早市と公私協力によって４年制大学に昇格しました。諫
早市からは、５億円の支援を受けました。今年で10年目を迎えます。
　しかし、大学は、大都市への人口集中と少子化の波の中で苦境を強いられながら運営をしています。と
くに、長崎県は離島部が多く人口の減少率は、日本でも有数の地域となっています。
　日本人学生が減少するなかで留学生の招致が大きな力になっています。現在、タイ・フィリピン・韓国・
台湾・中国・ブラジル・カナダ・米国の友好姉妹校から20名以上の交換留学生を受け入れています。交換
留学生は、学費を含めて全てを免除しています。もちろん、100名を越える私費留学生からは、学費の減免
をしていますが、学費自体は、徴収しています。
　むしろ、アジアの留学生たちが本学を助けてくれていると思っております。先程、アジアの２校からは
渡航費・生活費まで支援していると自慢げに書いたのですが、実は、現在の危機をアジアからの留学生た
ちが救ってくれているといっても過言ではありません。
　まさに、国際的な大学同士の信頼関係こそが、相互の危機の解決になると信じております。
　とくに、本学は、短大時代から長崎県では最初に社会福祉学科をつくり、多くの人材を長崎県の福祉施
設におくってきました。ところが、大学に昇格して２年目から社会福祉を学ぶ学生が急減少してきました。
本学では、ただちに定員減少をおこない、それを他学科に振り替えてきました。昨年度から、医療福祉コー
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スを設置して新しい分野を開拓しております。しかし、中国では、近い将来に高齢者福祉を担う人材が確
実に不足すると予測されており、そのための人材養成の必要性が政府機関では提唱されています。現在、
本学では、そのためのプログラムを中国の幾つかの大学と検討しております。本学で、福祉系の教員を派
遣するだけでなく、学生の養成もしたいと考えております。中国の高齢者福祉を担う人材づくりに本学が
協力したいと考えています。そのことによって、本学の福祉学科自身が再び輝きを増すものと信じており
ます。
（５）長崎ウエスレヤン大学と基督教
　私は、基督教学校を基督教の信仰から生まれる価値観を共有する共同体であると考えています。
　長崎ウエスレヤン大学の学則第１条には、「本学は、基督教の信仰から生まれる価値観を基盤とし、倫理
性の高い、優れた教養・技術を有する国際的に有為な社会人を育成し、もって地域社会の発展に寄与する
ことを目的とする。」とうたっています。具体的な人間像として（１）良心に従って生き、自己の責任にお
いて行動する人間、（２）自己を絶対化せず、異質な他者と共に生きる人間、（３）正義と平和を目指して
未来を創造する人間を挙げています。こういう人間を世に出して行こうと思っています。
　本学には、少数のクリスチャンの教職員と圧倒的多数のノンクリスチャンの教職員の方々が働いていま
す。ともに善き働きをしています。
　しかし、それでも基督教の信仰から生まれる価値観は、互いに共有する必要があると思っています。こ
の価値観とは、端的にいえば、神様（あるいは永遠なるもの）への畏れと隣人愛を基礎とする価値観です。
世俗的な人間中心の欲望充足型の価値観とは、質をことにします。
　ノンクリスチャンの教職員にもこの価値観は、共有するよう努力しています。基督教学校は、基督教信
仰によって建てられ、基督教信仰から生まれる価値観によって運営されるべきだと思っています。
　鎮西学院に長く勤めてきた私の拙（つたな）い経験からいえば、礼拝が行われ基督教に関する教科が教
えられているから基督教学校というのではなく、もちろん、そのことは基督教学校にとって不可欠のこと
ですが、それ以上に、日々の学校運営が、基督教信仰から生まれる価値観に基づいて運営されているかが
重要だと思います。そこが、基督教学校が、社会からも評価される信用される点なのだと思います。
　現在のような厳しい状況だからこそ、国公立や他の私学とは違い基督教学校が、基督教信仰とその信仰
から生まれる価値観に基づき運営され、基督教学校らしく乗り越えて行くことが求められていると思いま
す。
　既に述べましたように欧米の教会やミッションボードが中心になって日本に沢山の基督教学校をつくり
ました。そして、支援も行ってきました。
　今、日本の基督教学校は、かつて欧米の教会やミッションボードが果たした働きを、学校という立場で
支援を求めているアジア・アフリカ・南アメリカの諸国で果たすことができるのではないかと思います。
　本学では、タイのエイズ患者の支援のために教員や学生が毎年夏と春にタイの施設を訪れ、ボランティ
ア活動を展開しています。福岡女学院大学の先生方とともにカンボジア復興のための支援活動をしている
学生・教員もおります。
　学生たちは、これらの国々で善い学びをしています。支援する者たちが教えられているのです。
　かつて鎮西学院には、世界のクリスチャン青年たちが集いワークキャンプをして校地を開墾してくれま
した。そうしたことの積み重ねで今があると思っています。
　現在、基督教学校の多くの先生方や学生たちが、アジアやアフリカの諸国へ支援の活動を行っています。
こうした動きを全学で支援してゆくことが、基督教学校の一つの使命と考えてよいのではないでしょうか。
ここに基督教学校の生き方があると思っております。
　ここで一つエピソードを紹介しておきましょう。昭和２年のことですが、まだノーベル文学賞を受賞す
るまえのパール・バックが中国南京の戦災を逃れて長崎にきています。その頃、パール・バックは、長老
派の宣教師でした。夫と障害を持つ一人娘と一緒でした。戦災を逃れた米国人たちは、ほとんどが雲仙の
ホテルに宿泊していました。上海のホテルよりもはるかに安かったからです。
　パール・バックも雲仙に滞在しています。しかし、宣教師のパール・バックには、長期間ホテルに泊ま
る費用は、持っていなかったと思われます。現在、活水学院の所有となっているところにメソジスト・ミッ
ションが持っていたバンガローがありました。宣教師たちの避暑のためのものでした。そこに、パール・
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バックは、滞在していたのです。春から秋まで、数ヶ月間を暮らしていたのです。活水学院と鎮西学院に
働いた宣教師たちがパール・バックに住居を提供したのです。
　しかし、お話いたしましたようにパール・バックは、後にその宣教師の地位を追われることになります。
彼女は、中国伝道のためには、見返りを求めず中国人にとって本当に必要な支援をするべきだと主張した
のです。中国人の信じる宗教や歴史への深い理解をするべきだといっています。基督教への教化は、無償
の支援の結果として生まれることもあることという姿勢をとっています。それが、当時の長老派の伝道の
教理に触れるところとなったのです。
　彼女のノーベル文学賞受賞作品は、『大地』ではなく、彼女の母の生き様を描いた『母の肖像』と宣教師
として生きた父のことを書いた『戦う戦士』です。
　とくに『母の肖像』は、中国伝道のための宣教師として生きた夫のために尽くした母のことを描いてい
ます。この母は、基督教の伝道はしなかったけれども、彼女の日頃の無償の愛の行動によって周囲の中国
人から慕われ、その結果として多くの中国人が教会に寄り添って来た事実を描いています。まさに、パー
ル・バックは、この作品によって基督教伝道の本当のあり方を描いたといっても過言ではありません。ま
さに、伝道の書として読むべきであると思っています。
（６）おわりに
　最初に書いておりますように、私は鎮西学院に43年勤めてきました。経済的にも苦しい時代が長くつづ
きました。もちろん、学生の急増期の頃のように経営的に豊かだった時代もありました。しかし、また厳
しい時代が始まります。学校の存続をかけた闘いのときが再びはじまります。
　しかし、鎮西学院が原爆の廃墟の中から、世界の多くの方々の祈りと支援とお助けの中で復興していっ
た事実を考えれば、目前の困難に闘いながらも、遠くを望んでゆく姿勢が必要だと思うのです。目前の困
難は、必ず解決する道がでてきます。目前の困難と苦悩の中にあっても、それに拘泥されることなく遠く
を望む眼をもつことが大切なのではないでしょうか。遠くとは、あるいは、神様という言葉に置き換えて
もよいのですが。
　私たちには、志を同じくする基督教教育同盟という仲間がいます。すでに述べましたように鎮西学院は、
この同盟の諸学校の皆さんから大変なご支援とご協力をいただきました。今、この学院が存在するのは、
そのご支援とご協力の賜物なのです。
　同盟の諸学校に皆さんと更なる連携・連帯してゆくことが必要な時代がまた、再び来ると確信しており
ます。それは、単に自分たちの学校の運営のことだけではなく、海外で苦難にある学校や人々のことも含
めて連携して助け合うことが求められるということも含意しています。
（本稿は、2010年11月18日に西南女学院大学キリスト教センターの講座で講演したものに加筆・修正したも
のです。尚、本稿タイトルの「もろともに遠く望みて」は、島崎藤村作詞の明治学院校歌から引用したも
のです。）
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